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コンテンツと受信機が普及の両輪

２０００年１２月１日放送開始

コンテンツ　各社が独自の特長を打ち出す

デジタルハイビジョン ７ｃｈ、デジタル標準テレビ ３ｃｈ

データ放送 １９社 、 音声放送　 １０社

普及状況　(４月末）　約１８３万世帯

ＢＳデジタル放送受信機の出荷台数　約６０万台
　　　
ケーブルテレビ経由　　　　　　　　　  約１２３万世帯

　（ＮＨＫ独自調査による推定値）　　　

BSデジタルチューナー　  　 約４０万台

デジタルハイビジョンテレビ 約２０万台

デジ・アナ変換　約１２２万世帯

デジタルＳＴＢ　 約１．１万世帯



　魅力　その１　多チャンネルのデジタルハイビジョン放送
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　ＢＳデジタル放送の魅力（放送事業者の一覧）
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　魅力　その２　多チャンネルで多彩なデータ放送

　魅力　その３　多チャンネルの高音質音声放送
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ＢＳデジタル放送の３大メリット

高画質・高音質化

デジタルハイビジョンを中心としたニュース・番組

５．１サラウンド等の高音質

多チャンネル化

１本の衛星中継器で複数のテレビ番組をサービス

高機能化

データ放送、デジタル音声放送、双方向型サービス

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など



ＮＨＫのサービスコンセプト

ＤＨＶチャンネルは、ハイビジョンニュースをはじめ、
ワイドスクリーン、高画質、高音質の特性を生かした
魅力的な番組を提供

ＤＳ１、ＤＳ２チャンネルは、ＢＳ１、ＢＳ２のサイマル
放送を基本としながら、ワイドスクリーン化を推進

ＥＰＧ（電子番組ガイド）、データ放送、階層変調、
マルチ放送など、デジタル放送ならではの新しい
サービスを実施



                ○ データ放送

　　　　○ 番組ガイド（ＥＰＧ）

　　　　○ 双方向サービス

　　　　○ マルチ放送

　　　

　　　　　　　　　　　　

放送サービスの高機能化

（「見るテレビ」から「使うテレビ」へ）



・いつでも、どこでも、誰にでも、安く

・放送サービスの一層の高度化・多様化

デジタル技術の急速な進展

・コンピュータ技術の急速な進歩

・情報通信の多様化

・放送と通信の融合・競合　など

メリットを最大限に生かし、

　　真に豊かな生活を実現

デジタル時代の公共放送サービスデジタル時代の公共放送サービス

デジタルの進展と公共放送サービス



データ放送を支えるソフトとハード

BMLによるマルチメディアデータ符号化方式
　・XMLと流通性を持つコンテンツ制作言語
　・インターネットとの融合、モバイルメディアとの融合に道を開く

ソフト

ＣＰＵ
メモリーによるコンテンツの記憶
　・2M程度のメモリーとNVRAM（事業者専用領域で１K）
モデムによる双方向性
　・電話回線接続による上り回線でTVを通した放送局への意志伝達
　　が可能
　・討論番組、クイズ番組、アンケート、ショッピング、チケット購入など
　　

ハード



ＢＳデジタル放送の概念

放送局

各家庭

放送局の送信データ
・BMLで記述したプログラム（リモコン操作に対応）
・文字情報や画像など

受信機
・送られたBMLプログラムをリモコン操作で
　実行し文字や画像を画面に表現

受信機はコンピューター！！



デジタル放送の近未来

放送局

インターネット

ＨＤ

高画質放送

データ放送

蓄積放送
サービス

双方向サービス

　　　　５６ｋｂｐｓ～
　ＩＳＤＮ，ＡＤＳＬ，ＦＴＴＨ

電話線



データ放送の伝送方式

放送局

データ放送コンテンツ
受信機が必要なブロックを取得して
コンテンツを再構成

目次

首都圏
JR情報

気象
情報

ニュース

受信機

気象情報

受信機

ニュース

受信機

首都圏
ＪＲ情報

コンテンツを小さなブロックに分割し
ブロック番号等の情報を付加

カルーセル伝送方式（回転木馬）カルーセル伝送方式（回転木馬）

ブロックをストリームに多重して繰り返し伝送

受信機が必要なブロックを取得して
コンテンツを再構成

ブロック＝DDB
　　　　　　（Download　Data　Block）



伝送するパイプの太さを大きくすれば伝送時間は短い。

しかし、伝送できるコンテンツの数は減る。

データ量と伝送時間

400Kbpsで伝送した場合

４００Kbpsで送ったとき
伝送時間＝（200×8/400）＝４秒伝
送時間＝（200x8/400)＝　４秒

最大2Mbpsのパイプ

１００Kbpsで送ったとき
伝送時間＝（200×8/100）＝16秒

２００Kbpsで送ったとき
伝送時間＝（200×8/２00）＝８秒

ニュースが200ＫＢと仮定して



データ放送の制作業務フロー

地震津波速報

情報系サービス

テンプレートによる画像生成

　「お知らせ情報」など

　　編成・ＮＨＫ広報、催物広報、福祉情報

独立型サービス

　「大規模イベント・大災害時のデータ放送サービス」
　「双方向データ放送サービス」
　「蓄積型サービス・ハイパーリンク型サービス」

拡張型サービス

番組系サービス

テキスト、静止画などを

オーサリングで制作

ＸＭＬオーサリングシステム

データから自動的に
画像を生成

ニュース

送出サーバー

　「番組の進行に沿った内容情報」

　「次回予告」「再放送予告」「問い合わせ想定情報」

　「制作者情報」「あらすじ等の番組内容情報」など

番組連動型サービス

編責がオーダー
　作成・チェック

【サービス内容】

【制作業務】

○試写による確認
○素材の完成登録
○生放送番組では
　　手動送出

ＮＣ原稿

システムデータ
自動 【編成管理送出システム】

多
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て
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デジタルコンテンツへ

コンパクト原稿制作天気予報

ＪＲ情報

円株情報

スポーツ情報

選挙開票速報



首都圏ＪＲ情報の制作フロー

ジェイアール

東日本企画 ルーター

インターネット・携帯

列車運行情報サービス

ＸＭＬデータ

ルーター

専用線

ＸＭＬデータで配信
自動系制作素材サーバ

データ放送

送出システムへ

テキスト情報をテンプレートへ



首都圏ＪＲ情報のデータ

データの構造化

コンテンツの変化に対応できる

＜例＞首都圏ＪＲ情報　→　インターネット　　携帯電話　　　駅ホーム

通常の場合 同一原因他路線障害の時



デジタルメディアの特性

記述言語 3 ＢＭＬ 1 ＨＴＭＬ 2 ｃｰＨＴＭＬ

伝送路 1 広い 2 ブロードバンド化進む 3 ブロードバンド化進む

インターフェイス 2
リモコン　矢印ボタン
　　　　　　決定ボタン
　　　　　　色ボタン

1
キーボード
マウス 3 親指テンキー

画面フィールド 2
テレビ画面内
縦1080×横１９２０ 1 無制限 3 端末画面の制約

画像 1 ハイビジョン 2 ＴＶに近づく 3 ＭＰＥＧ４

携帯性 3 リビング 2 プライベートルーム 1 いつでもどこでも

デジタルＴＶ ＰＣインターネット モバイル



マルチメディアにおける交通データ

統一化構造化

運行情報

空席情報など交通事業者

ユーザー

駅・空港など

総合交通情報
センター

いつでもどこでも移動手段がわかる

ハートフルな社会
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対象　　　　BSデジタル受信機購入3000世帯
有効回答　1799世帯　対象　
期間　　　　2月19日から1週間　　　　　　　データ放送利用調査

　

　情報系データ放送の利用経験者　　４６％

Ｑ．見たことのある情報は？



データ放送利用調査

Ｑ．デジタル受信機を購入して満足していますか？

情報系データ放送の利用

利用項目数
利用しない　　　４項目以上利用

　７２％　　　　　　　　　　９０％　

利用頻度
利用しない　　週に１度　　ほぼ毎日

　７６％　　　　　　８２％　　　　９３％　



データ放送利用調査

Ｑ．これから情報系データ放送を利用したいですか？

利用したい 利用したくない

インターネットを使っている 82% 17%

インターネットを使わない 68% 28%


